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2026年の豪ドル相場の見通し
金利差と資源の多様性がもたらす投資機会
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図1：米ドル指数と豪ドル相場の推移

2026年1月15日

図3：豪州の市場参加者の政策金利予想

（出所）ブルームバーグ （期間）2024年1月2日～2026年1月14日

豪州と米国の金融政策の方向性が二極化へ

まず、金利環境の面では、2026年には豪州と米国の金

融政策が異なる方向に進むことが見込まれます。

豪州準備銀行（RBA）は2025年に3回の利下げを実施し、

政策金利は3.60％まで引き下げられました。しかし、足元

ではインフレ圧力の高まりや個人消費の堅調さを背景に

（図9）、RBAはすでに利下げ局面の終了を示唆していま

す。豪州の金利先物市場では、2026年以降のRBAの利

上げ転換の可能性も織り込まれ始めています（図2）。

また、最新の市場参加者の政策金利予想の分布を見る

と、RBAが年末まで金利を据え置くとの見方が依然として4

割強を占める一方、利上げ予想も3割を超えるなど、金利

の先行きをめぐる見方は分かれています（図3）。

一方、米連邦準備制度理事会（FRB）は2026年も利下

げを継続するとの見方が市場の大勢となっており、豪州と

米国の金利差が逆転する可能性が浮上しています。こう

した米国との金利差逆転は、豪州への債券投資の流入を

促す要因になりそうです。実際、足元では海外投資家の

豪州への証券投資は債券を中心に拡大するなど、豪州

への資金流入が本格化する兆しがみられます（図10）。

（出所）ブルームバーグ （期間）2019年1月1日～2026年1月14日
（注）金利先物は2025年1月限～2027年6月限。

2025年の豪ドル相場の振り返りと今後の注目点

2025年の豪ドル相場を振り返ると、トランプ政権発足後

の米ドル安進行を背景に、豪ドルは緩やかな上昇基調を

維持してきました（図1）。足元の豪ドル相場は、対米ドルで

1豪ドル＝0.67米ドル近辺まで上昇し、対円でも1豪ドル＝

106円近辺まで豪ドル高・円安が進んでいます（図7）。

特に2025年末以降は、投機筋による米ドル売りが再び

活発化したことを受け、豪ドルへの見直しが広がりつつあり

ます（投機筋の豪ドル売りポジションは縮小、図8）。

今後の豪ドルへの投資を再評価するに当たっては、「高

金利通貨としての豪ドル」と「資源国通貨としての豪ドル」と

いう2つの魅力に投資家の注目が集まるとみられます。

（出所）オーストラリアン・フィナンシャル・レビュー紙
（注）2026年1月5日時点のエコノミスト予想を集計したもの。

図2：豪州と米国の政策金利の推移

 2026年の豪州の金融政策は、金利据え置きから利上げへの転換を模索する展開に
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高水準の資源輸出が豪州の貿易黒字を下支え

一方、2026年は「資源の多様性」が資源国通貨として

の豪ドルの投資魅力を下支えすると期待されます。豪州

の資源輸出は全体として2025年も高水準が維持され、豪

州の貿易黒字の安定に寄与してきました（図4）。

近年の傾向として、鉄鉱石や石炭、天然ガスといった従

来型資源の輸出が伸び悩む一方で、金や銅、レアメタル

など次世代型資源の輸出の成長性に市場の注目が集ま

りつつあります。2025年1-11月の豪州の主要資源の輸

出額を見ると、鉄鉱石が依然として最大の輸出資源であ

るものの、石炭や天然ガスに並ぶ第4の輸出資源として金

の台頭が顕著となっています（図5）。

豪州の金輸出は一段の拡大が見込まれる

豪州は世界有数の金の生産大国として知られています。

米国地質調査所の2024年のデータによれば、豪州は金

の生産量で中国、ロシアに次ぐ世界第3位、金の埋蔵量で

はロシアと並び世界最大規模を誇っています。

足元の金価格の高騰を受けて、豪州の金鉱山開発が

活発化し、「現代のゴールドラッシュ」とも言える様相が強

まっています。実際、豪州の金の開発投資は2025年に急

拡大し、2010年代前半の資源開発ブーム時の鉄鉱石投

資を上回る規模となっています（図6）。

今後、金の開発投資が生産・輸出フェーズに移行するこ

とで、豪州の金輸出にはさらなる拡大余地がありそうです。

2025年12月に公表された豪州政府の予測では、新規プ

ロジェクトの稼働に伴い、豪州の金生産量は2025-26年

度*に前年比15.9％増の約340トン、2026-27年度には

369トン（前年比8.5％増）に達する見込みです。

（出所）豪州政府統計局 （期間）2005年1-3月期～2025年7-9月期

図4：豪州の資源輸出額と貿易収支の推移

（出所）豪州政府統計局 （期間）2013年1月～2025年11月

図5：豪州の主要資源の輸出額（2025年1-11月）

（出所）豪州政府統計局

図6：豪州の鉱物資源開発投資の推移

米ドルからの分散投資先を模索する動きは継続へ

2026年の世界の為替市場では、5月のFRB議長交代や

11月の米中間選挙などの重要イベントを控え、トランプ政

権の政策リスクを警戒しながら、神経質な相場展開が続く

と見込まれます。市場では米ドル安への潜在的な懸念が

くすぶる中、米ドルからの分散投資先を模索する動きが継

続すると予想され、上述の金利差や資源の多様性といっ

た要因から豪ドルへの見直しが進むことが期待されます。

 金を中心にした次世代資源の成長が資源国通貨としての豪ドルの魅力を下支え
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（出所）ブルームバーグ （期間）2024年1月2日～2026年1月14日

図10：海外投資家の豪州への証券投資フロー

（出所）豪州政府統計局 （期間）2019年1-3月～2025年7-9月

図7：豪ドル相場（対米ドル、対円）の推移

（出所）米商品先物取引委員会（CFTC）
（期間）2024年1月2日～2026年1月6日
（注）米ドル・ポジションは主要7通貨に対するポジションより集計。

図8：投機筋の米ドルおよび豪ドル先物ポジション

図9：豪州の家計支出額とインフレ率の推移

（出所）豪州政府統計局 （期間）2024年1月～2025年11月
（注）基調インフレ率はCPIトリム平均。2025年3月以前の各物価指数
は旧系列の値。
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